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「主を待ち臨め！」 イザヤ書 40 章 22～31 節   

 

現
代
社
会
に
お
い
て
日
本
ほ
ど
、
サ
タ
ン
の
策
略
に
惑
わ
さ
れ
錯
乱
し
て
い
る
国

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
自
然
災
害
や
戦
争
そ
し
て
犯
罪
の
頻
発
の
中
で
、
他

の
国
々
に
お
い
て
は
、
宗
教
が
一
層
追
及
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
も
そ
の
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

政
治
の
退
廃
は
、
ど
こ
の
国
で
も
酷
く
な
っ
て
お
り
、
金
持
ち
を
含
む
指
導
層
の

搾
取
も
す
ご
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
反
発
が
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

却
っ
て
、
攻
撃
的
に
な
る
人
々
を
諫
め
る
風
潮
が
強
く
、
そ
の
一
方
、
弱
者
や
貧
者

の
生
活
困
窮
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
か
、
奴
隷
状
態
に
慣
れ
た
奴
隷

の
よ
う
な
様
相
が
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
の
退
廃
は
道
徳
的
堕
落
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
日
米
の
性
道
徳
の
退
廃
ぶ
り

は
異
常
な
も
の
と
な
り
、
ま
る
で
ソ
ド
ム
ゴ
モ
ラ
の
よ
う
で
す
。
歴
史
は
、
そ
の
よ

う
な
道
徳
的
退
廃
を
し
た
国
や
都
市
は
、
間
違
い
な
く
滅
び
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
世
界
的
な
道
徳
的
退
廃
は
神
の
裁
き
と
終
末
を
予
想
さ
せ
ま
す
。
道
徳

的
退
廃
を
し
た
人
々
の
特
徴
は
、
社
会
的
責
任
や
義
務
を
果
た
さ
ず
に
犯
罪
に
加
担

し
て
い
く
こ
と
で
す
。 

 

イ
ザ
ヤ
は
、
「
災
い
だ
。
罪
深
き
国
、
咎
重
き
民
、
悪
を
行
う
者
ど
も
の
子
孫
、
堕

落
し
た
子
ら
。
彼
ら
は
主
を
捨
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
聖
な
る
方
を
侮
り
、
背
を
向
け

て
離
れ
去
っ
た
。
」
（
１
・4

）
と
裁
き
を
預
言
し
て
い
ま
す
。
政
治
家
は
、
「
お
前
の

君
主
た
ち
は
強
情
者
、
盗
人
の
仲
間
。
み
な
賄
賂
を
愛
し
、
報
酬
を
追
い
求
め
る
。

み
な
し
ご
を
正
し
く
裁
か
ず
、
や
も
め
の
訴
え
も
彼
ら
に
は
届
か
な
い
。」
（
同23

）。

と
ま
る
で
現
代
の
よ
う
に
神
の
怒
り
を
買
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
時
、
信
仰
者
は
集
ま
り
、
「
さ
あ
、
主
の
山
、
ヤ
コ
ブ
の
神
の
家
に
上

ろ
う
。
主
は
ご
自
分
の
道
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
道
筋

を
進
も
う
。
そ
れ
は
、
シ
オ
ン
か
ら
御
教
え
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
主
の
こ
と
ば
が

出
る
か
ら
だ
。
」
（
２
・3

）
、
「
ヤ
コ
ブ
の
家
よ
。
さ
あ
、
私
た
ち
も
主
の
光
の
う
ち
を

歩
も
う
。」
と
励
ま
し
合
う
の
で
す
。
こ
れ
が
、
時
代
と
信
仰
者
の
構
図
で
す
。 

 

多
く
の
信
仰
者
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
信
仰
を
知
的
理
解
の
も
の
と
し
て
き
ま
し

た
。
「
『
聞
き
続
け
よ
。
だ
が
悟
る
な
。
見
続
け
よ
。
だ
が
知
る
な
。
』
こ
の
民
の
心
を

肥
え
鈍
ら
せ
、
そ
の
耳
を
遠
く
し
、
そ
の
目
を
堅
く
閉
ざ
せ
。
彼
ら
が
そ
の
目
で
見

る
こ
と
も
、
耳
で
聞
く
こ
と
も
、
心
で
悟
る
こ
と
も
、
立
ち
返
っ
て
癒
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
よ
う
に
。
」
（
同
６
・9.10

）
。
現
代
人
は
、
物
事
を
理
解
し
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
れ
は
自
分
が
支
配
者
に
な
り
た
い
誘
惑
で
す
。
で
も
、
そ
れ
で
は
信
じ
、
従
い
、

 

    

救
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
、
日
常
的
に
神
を
信
じ
る
こ
と

を
せ
ず
に
、
物
事
を
自
分
の
思
い
通
り
に
動
か
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
感
謝
よ
り
も
思
い
煩
い
が
多
く
な
り
、
不
平
や
不
満
が
出
て
き
ま
す
。 

イ
ザ
ヤ
の
時
代
は
、
残
虐
な
ア
ッ
シ
リ
ア
が
世
界
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
南
ユ

ダ
の
王
ア
ハ
ズ
は
ア
ッ
シ
リ
ア
に
迎
合
し
、
次
の
ヒ
ゼ
キ
ヤ
王
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
つ

い
た
の
で
ア
ッ
シ
リ
ア
が
責
め
て
来
ま
し
た
。
ヒ
ゼ
キ
ヤ
は
、
「
私
た
ち
の
神
、
主

よ
。
今
、
私
た
ち
を
彼
の
手
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
地
の
す
べ
て

の
王
国
は
、
あ
な
た
だ
け
が
主
で
あ
る
こ
と
を
知
る
で
し
ょ
う
。
」
（
イ
ザ
ヤ
３
７
・

20

）
と
祈
り
、
「
主
の
使
い
が
出
て
行
き
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
陣
営
で
十
八
万
五
千
人
を

打
ち
殺
し
た
。」
（36

）
と
撃
退
し
ま
す
。 

ヒ
ゼ
キ
ヤ
は
、
死
の
病
に
か
か
っ
た
時
、
「
あ
あ
、
主
よ
、
ど
う
か
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。
私
が
真
実
と
全
き
心
を
も
っ
て
、
あ
な
た
の
御
前
に
歩
み
、
あ
な
た
の
御

目
に
適
う
こ
と
を
し
て
き
た
こ
と
を
。
」
（
３
８
・3

）
と
大
声
で
泣
き
な
が
ら
祈
っ
た

の
で
、
主
は
癒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
調
子
に
乗
っ
て
、
バ
ビ
ロ
ン
の
使
者
に
宝

物
蔵
の
中
身
を
全
て
見
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
３
９
・2

）
。
そ
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン
捕

囚
が
預
言
さ
れ
る
の
で
し
た
（
同6.7

）。 

要
す
る
に
、
ヒ
ゼ
キ
ヤ
王
の
真
摯
な
悔
い
改
め
も
、
実
は
自
分
の
命
を
惜
し
む
打

算
の
産
物
で
あ
り
、
３
９
章
の
８
節
に
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
利
益
を
目
的
と
し
た

も
の
だ
っ
た
こ
と
が
神
の
目
に
は
見
え
て
い
た
の
で
す
。 

し
か
し
、
神
は
、
「
慰
め
よ
、
慰
め
よ
。
わ
た
し
の
民
を
。
」
（
４
０
・1

）
と
語
り

掛
け
、
「
草
は
し
お
れ
、
花
は
散
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
神
の
こ
と
ば
は
永
遠
に
立

つ
。」
（
４
０
・8

）
と
神
の
主
権
と
選
び
を
宣
言
す
る
の
で
す
。 

「
ヤ
コ
ブ
よ
、
な
ぜ
言
う
の
か
。
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、
な
ぜ
言
い
張
る
の
か
。
「
私
の

道
は
【
主
】
に
隠
れ
、
私
の
訴
え
は
私
の
神
に
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
」
と
。」（27

）
。 

人
の
道
、
信
仰
の
道
を
頭
で
考
え
る
人
々
は
、
神
を
信
じ
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
続
き
ま
す
。
信
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
主
を
待
ち
望
む
」
こ
と
で
す
。 

先
週
は
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
が
肺
炎
と
な
り
、
眠
る
こ
と
が
で
き
ず
、
咳
が
続

き
、
呼
吸
す
る
と
ゼ
イ
ゼ
イ
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
抗
生
物
質
の
影
響
も
あ

り
、
自
律
神
経
が
お
か
し
く
な
っ
て
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
目
が
回
り
、
そ
の

ま
ま
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
て
吐
い
て
し
ま
う
こ
と
が
８
回
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
身

体
が
異
常
に
な
り
、
動
け
な
く
な
る
時
に
、
平
安
と
感
謝
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
不
自
由
に
な
り
、
願
い
が
達
成
さ
れ
な
く
て
も
、
死
ん
だ
と
し
て
も
、
「
我

が
人
生
に
悔
い
は
な
し
。
神
よ
、
私
を
迎
え
た
ま
え
。
」
と
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
妻
も
子
も
、
教
会
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
全
て
、
主
に
委
ね
ま
す
、
と
目
が
回
り
な

が
ら
、
祈
っ
た
も
の
で
す
。 

             



【新改訳 2017】 

イザ 40:22 主は、地をおおう天蓋の上に住む方。地の住

民はバッタのようだ。主は、天を薄絹のように延べ広

げ、これを天幕のように張って住まわれる。 

40:23 君主たちを無に帰し、地をさばく者たちを空しい

ものとされる。 

40:24 彼らが植えられ、蒔かれ、いよいよ地に根を張ろ

うとするとき、主はそれに風を吹きつけ、彼らは枯れ

る。暴風がそれを藁のように散らす。 

40:25 「それなのに、あなたがたは、わたしをだれにな

ぞらえ、だれと比べようとするのか」と聖なる方は言わ

れる。 

40:26 あなたがたは目を高く上げて、だれがこれらを創

造したかを見よ。この方はその万象を数えて呼び出し、

一つ一つ、その名をもって呼ばれる。この方は精力に満

ち、その力は強い。一つも漏れるものはない。 

40:27 ヤコブよ、なぜ言うのか。イスラエルよ、なぜ言

い張るのか。「私の道は【主】に隠れ、私の訴えは私の

神に見過ごされている」と。 

40:28 あなたは知らないのか。聞いたことがないのか。

【主】は永遠の神、地の果てまで創造した方。疲れるこ

となく、弱ることなく、その英知は測り知れない。 

40:29 疲れた者には力を与え、精力のない者には勢いを

与えられる。 

40:30 若者も疲れて力尽き、若い男たちも、つまずき倒

れる。 

40:31 しかし、【主】を待ち望む者は新しく力を得、鷲

のように、翼を広げて上ることができる。走っても力衰

えず、歩いても疲れない。 
 
 
 
 
 

Isa 40:22 It is He who sits above the circle of the 
earth, And its inhabitants are like 
grasshoppers, Who stretches out the heavens 
like a curtain, And spreads them out like a tent 
to dwell in. 
 40:23 He brings the princes to nothing; He 
makes the judges of the earth useless. 
 40:24 Scarcely shall they be planted, Scarcely 
shall they be sown, Scarcely shall their stock 
take root in the earth, When He will also blow 
on them, And they will wither, And the 
whirlwind will take them away like stubble. 
 40:25 "To whom then will you liken Me, Or to 
whom shall I be equal?" says the Holy One. 
 40:26 Lift up your eyes on high, And see who 
has created these things, Who brings out their 
host by number; He calls them all by name, By 
the greatness of His might And the strength of 
His power; Not one is missing. 
 40:27 Why do you say, O Jacob, And speak, O 
Israel: "My way is hidden from the Lord, And 
my just claim is passed over by my God"? 
 40:28 Have you not known? Have you not 
heard? The everlasting God, the Lord, The 
Creator of the ends of the earth, Neither faints 
nor is weary. His understanding is 
unsearchable. 
 40:29 He gives power to the weak, And to those 
who have no might He increases strength. 
 40:30 Even the youths shall faint and be weary, 
And the young men shall utterly fall, 
 40:31 But those who wait on the Lord Shall 
renew their strength; They shall mount up with 
wings like eagles, They shall run and not be 
weary,They shall walk and not faint. 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 
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